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 2023 年度第 3 回運営委員会議事録 

 

日 時：2023 年 7月 13 日（木）10:00～12:50 

場 所：専修大学神田キャンパス 10 号館 13 階 Knowledge Base 

参加者：辺見純子（帝京大学）、柄田明美（国立音楽大学）、杉本若葉（慶應義塾大学）、 

岡本諒子（早稲田大学）、細本有理子（成蹊大学）、佐々木綾花（立正大学）、 

丸山 雄太（大正大学） 

事務局：飯泉慎也、野村彩衣 

オブザーバー：なし 

欠 席：なし 

※順不同、敬称略 

 

議事概要： 

1．2023年度研究講演会について（資料1） 

  資料に基づいて報告がされた。オンラインの参加者は113名だった。 

  

2．2023年度オンデマンド研修（雑誌コース）について（資料2） 

資料に基づいて説明がされた。7月7日に締め切りとなったが、申込者が21名だったた

め、定員の25名まで以下の期間で追加募集を行う旨報告がされた。 

・追加募集期間：7月10日（月）～7月21日（金） 

 

3．2022年度東地区部会研究部報告書について（資料3） 

資料について、前任の担当理事校の立正大学が作成した旨説明がされた。また、私立

大学図書館協会東地区部会ホームページの研究部報告書が掲載されているページについ

て、これまでは掲載年度のページに前年度分が掲載されていたため、業者に修正を依頼

した旨報告がされた。 

 

4．2023年度研修事業について（資料4） 

資料に基づいて各項目について説明がされ、対応について以下のように確認がされた。 

(1) 実施状況報告 

・初任者研修 

次年度は夏季見学ツアーを含めた回数で企画の依頼をする。 

・人事異動等に伴う受講者の変更及びキャンセルに伴う返金 

受講者の変更と返金について、いずれの場合も第1回開催前であれば対応を行う。

ただし、委託業者に対応の可否について確認を行い、研修の実施に問題がない場合

に限る。また、次年度からは受講者の変更と返金の対応について要項に明記する。 
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(2)特別助成申請書 

対応案のとおり、助成金は申請対象とせず、研修事業の変更に合わせた予算実行の

変更を行う。 

(3)西地区への展開 

西地区への展開について、東地区役員会事務連絡会で話題にはするが、情報共有程

度に留め、研修事業の定着化を優先する。 

委員からの主な意見等： 

 最終的には全国を対象とした協会直轄の委員会で実施することが望ましい。 

 必要な手続きとしては、東地区部会役員会での承認後、常任幹事会、東西合同役員

会を通じて西地区に打診、その後西地区での検討を踏まえて進めることになる。 

 対面で実施する研修については開催場所の検討も必要となるが、東地区からの参加

に支障のないよう考慮することも必要。 

 研修事業は東地区の予算で行っているため、受講料や予算編成についての検討も必

要。 

 オンデマンド研修の方が展開しやすい。 

 

5．研究部運営マニュアルについて（資料5） 

資料に基づいて説明がされた。昨年度、研究分科会と研修会を合わせたマニュアルが

作成されたが、そのマニュアルに沿って運営を行うことが難しいため、新たに業務マニ

ュアルを作成することとした。研究分科会のマニュアルは2021年度のものを引継ぎ、参

照する。 

また、マニュアルには研修受講料について記載するべきだが、受講料の徴収について

基準が不明瞭で、オンデマンド研修は無料で行っているため、今後は無料とできないか

確認を行う。 

 

6．Microsoft365について（資料6） 

資料に基づいて説明され、今後の運営委員会の開催通知や資料の共有、委員会実施の

際に使用する旨確認がされた。 

 

7．2023年度研究部運営委員会日程及び協会スケジュールについて（資料7） 

 資料に基づいて説明され、以下の日程で運営委員会を行う旨確認がされた。 

 ・第4回：10/26（木）午後 

 ・第5回：11/16（木）午後 

 

8．その他 

・東地区部会研究部の運営について（資料 8） 
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資料に基づいて各項目について説明がされ、対応について以下のように確認がされた。 

 (1)会則、東地区部会細則について 

研究部細則と組織図の齟齬について東地区部会総会で指摘があったため、会則の

内容を踏まえて組織図を確認してもらうよう、部会長校に依頼する。 

(2) 研究講演会、研修会について 

 研究講演会の開催について、運営委員会でテーマの検討や当日の業務を行うこ

とで負担を分散させる。 

 「研修会」という名称の講演会と研修事業が混同している件について、講演会

を企画している研修委員会に名称の変更について相談する。 

    

配布資料： 

資料 1_1_私立大学図書館協会東地区部会研究講演会実施報告 

資料 1_2_ 2023 年度私立大学図書館協会東地区部会研究講演会 アンケート集計 

資料 2-1_オンデマンド研修（雑誌コース）実施状況報告 

資料 2-2_2023 年度東地区部会オンデマンド研修「雑誌コース」のご案内（通知） 

資料 2-3_2023 年度東地区部会オンデマンド研修「雑誌コース」実施要項 

資料 2-4_2023 年度雑誌コースチラシ 

資料 2-5_2023 年度雑誌コースコース案内 

資料 3_私立大学図書館協会東地区部会 研究部報告書 2022 年度 

資料 4_2023 年度研究部研修事業について 

資料 5_1_ 私立大学図書館協会東地区部会研究部業務マニュアル 

資料 5_2_私立大学図書館協会東地区部会研究部 研修会研究分科会マニュアル 2023 年度 

資料 5_3_私立大学図書館協会東地区部会研究部 研究分科会マニュアル 2021 年度 

資料 6_1_Teams サインイン手順書 

資料 6_2_[私立大学図書館協会東地区部会 研究部]Microsoft Teams 利用ガイドライン 

資料 7_2023 年度私立大学図書館協会スケジュール（案） 

資料 8_1_東地区部会研究部の運営について 

資料 8_2_私立大学図書館協会会則 

資料 8_3_私立大学図書館協会会則 施行細則 

資料 8_4_私立大学図書館協会東地区部会研究部細則 

資料 8_5_私立大学図書館協会組織図 


